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13α ×2～月「α 超格子 において最 も確か らしいモデルでは,py分 子 の配向は,py平 面 が

層に垂直,C-N軸 が層 に平行 であって,化 学 当量比 は1/2で はな く6/13に な る。

3.酸 化 アル ミニ ウム直接蒸着膜 を障壁 に用 いた,金 属 一絶縁物 ―金属構造

の トンネル特 性 に関す る研究

秀 島 修

トンネル分光 を用いて,遷 移金属 カルコゲナイ ド(MX2)に ついて,特 に,超 伝導 と電荷密

度波に関連す る物性 を研究す る目的 で,酸 化アル ミニ ウム を電子 ビーム加熱で直接蒸着 し,そ

の蒸着膜 を障壁 に用い た トンネル接合 の作成 を試みた。金属蒸着膜 の トンネル接合作成 には成

功 したが,MX2の トンネル接合作成 には,現 段階 ではまだ成功 していない。これ までの実験

結果及 び酸化アル ミニ ウム電子 ビーム蒸 着膜 の性質について議論す る。

5.r進 変 換 とβ進 変 換 を とお して のchaosの 研 究

徐 丙 鉄

力学系のカオスや流体 の乱流 などを捉 えるためパ ワースペ ク トルが観測 され る。それ を理論

的 に研究す るために,時 間相関関数 を決定す る手法 を発展 させ る必要がある。この研究 では,

2っ のよ く知 られ た一 次元変換,ア 進変換 とβ進変換 について,エ ン トロピー,リ ヤプノブ指

数,時 間相関関数 にっ いて調べた。 とくに,不 変測度 がわかる揚合,時 間相 関関数 を厳密 に計

算 できる方法 を見出 した。β進変換 の場合,時 間相 関関数

ξn=〈xnXo>/〈x2>

は,リ ヤプノブ指数 を

A=lnβ

とすれば,
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ξn一 去[1+1{1―(_1

β2)n"1・ }]× ・-n2

とな る。ただし,n≧1で,β は黄金分割 比(β2=β 十1)で ある。つ ま り,振 動減衰型 で,

減衰定数は リヤプノブ指数 で ある。

一般 には,減 衰定数 とリヤ プノブ指数 との問 には簡単な関係はないが,多 くの場合,振 動減

衰型 である。ただ し,カ オスーカオス転移 の転移点 では,非 減衰の振 動が出現す る。

7.MgO熱 輻射 スペク トルの臨界解析

新 山 亘

低吸収率物体の光吸収スペク トル測定 に,熱 輻 射測定法 が高感度 を持つ こ とを利用 してMgO

の多音子過程 に基 づ く輻射 スペ ク トルの測定 を行 った。900～1000c㎡1に 現 われ る ピー ク

について,中 性子散乱 による分散 曲線 をもとに して臨界解析 を行 い,

(1)Σ3TO+XiLO(X点 近 傍)

(2>X3TO十Xl]〕0(K点)

(3)Σ3TA+Σ3TO(X点 近 傍)

とアサイ ン した。特に(1)について約600Kま での温度依存性 を求め,熱 膨張 とともに解析 した。
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1.Ni2MnSnの フ ェ ル ミ 面

2.TGS中 のVO2+のESR

3.外 部電界の下でのイオ ン結晶中の帯電転位の振舞

岩 島 栄 市

米 倉 研 二

津 田 正 徳
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